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車載 中長期戦略車載コネクタ 中長期戦略

2016年12月13日
本多通信工業株式会社

Value by Connecting

本多通信 業株式会社
代表取締役社長 佐谷 紳一郎

1.車載コネクタ事業の外観
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車載カ クタが躍進車載カメラ用コネクタが躍進

◆分野別ポートフォリオ分野別 フ リ

F A
22%その他

6%

情報
システム

12%
通信･FAで培った

ノウハウを
車載 展開

15%

情報
システム F A

19%

通信

民生
15%

6%

2010年
137億円

車載へ展開
車載
34%

2015年
171億円

通信
18%

民生

車載
0.6億円

◆車載用カメラ用コネクタ

通信
45% 売上:58億円

民生
12%

生産数量
2016年度

1,000万個

J/B、ECUレンズ CMOS/DSP

車載用カメラ用コネクタ

【典型例】
1,000万個

Value by Connecting

アラウンドビューバックモニター

2.事業環境
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自動運転 向 車内通信 伝送 が増加自動運転に向け、車内通信の伝送量が増加
コネクタのデジタル化対応が進む

車載カメラ 進化 見る 測る

【運転支援】 【高度運転支援】 【準 完全自動運転】
2025年2020年2015年

◆車載カメラの進化… “見る(View)” から “測る(Sensing)” へ

【運転支援】
センシング

【高度運転支援】
検知距離拡大

【準･完全自動運転】
360度センシング

・衝突防止
線維

・分合流
差

・追従走行
線

前遠方レーダ

・車線維持支援
・駐車アシスト

・交差点通過・車線変更

ステレオカメラ

前方レーダ

ステレオカメラ

サラウンド
ビュー

バックカメラ
サイド/ルーム/バック

カメラ
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後方レーダ

バックカメラ

後方レーダ

カメラ

3.基本コンセプト
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車載 戦略 耕車載分野でのSegments No.1戦略の深耕

次世代

★

次世代

★★★★ ★★★

★

横展開新部位 ★★★★ ★★★ 横展開新部位

技術 営業 製造

デジタルを
アナログで支える

強み伝いで
４WDへ進化

資産効率を重視し
QCD強化&最適化

技術 営業 製造

Value by Connecting

アナログで支える ４WDへ進化 QCD強化&最適化



4-1.技術戦略
ジタ 化 難 を グ技術 解決
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デジタル化による難題をアナログ技術で解決

伝送
2025年2020年2015年

伝送の
高速化

小型/軽量化 耐熱性コネクタ

3メガピクセル
10Gbps

2メガピクセル
5Gbps

1メガピクセル
3Gbps

0.3メガピクセル
144Mbps

量産化

アナログタイプ デジタルタイプ

ノイズ対策防水性 放熱性 車載用POF
コネクタ

小型/軽量化 耐熱性コネクタ
の課題 耐振動性

ハイスピード

量産化

アナログタイプ

【防水構造】

デジタルタイプ

メタル

ハイスピ ド
デジタルタイプ

【防水構造】

【最適シールド】 ◆POFの特徴
･軽い
･曲がる

【放熱構造/樹脂】

･樹脂メーカとの共同開発 ･放熱構造の技術開発
･高信頼接続技術の開発 ･解析技術の高度化

曲がる
･ノイズ影響なし

Value by Connecting

･要素技術の深堀 ･O/E変換モジュールの小型化 ･量産技術の確立光

4-2.開発ロードマップ
タ 進化 合 商 を 開
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2025年2020年2015年
運転支援

デジタルへの進化に合わせて商品を展開

自動車の
進化 完全自動運転

準自動運転

ミラーレス

運転支援

車外通信
(車路間/車車間)車内LANセンシング

車載カメラの
進化

3メガピクセル
10Gbps

2メガピクセル
5Gbps

1メガピクセル
1~3Gbps

0.3メガピクセル
144Mbps

ミラ ス (車路間/車車間)車内シ グ

開発中当社商品
･カメラ用 TAC

アナログ

TAC
デジタル

TACアナログ
普及品

TAC
デジタルⅡ

TAC
デジタルⅢ

TACデジタル
普及品

済

済

開発中

開発中

TAK-A

普及品

TAK-V TAK-V Ⅱ TAK-V Ⅲ
･ワイヤ

ハーネス用

普及品

済 済 開発中

TAC

開発中(W/H) 済

車載Ethernet用
コネクタ

TAT

･車内LAN用

TAT Ⅱ TAT Ⅲ

開発中

開発中
TATTAK

開発中(W/H) 済

Value by Connecting

コネクタ 光ファイバ(POF)
コネクタ

･車内LAN用 開発中
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5.営業戦略
強 伝 前輪 動か 進化強み伝いで前輪駆動から４ＷＤへ進化

カメラ用コネクタメーカから車内ネットワーク･サプライヤへ

2025年度200億円

4WD
展開深耕

カメラ用

自動運転 車内
ネットワーク

カメラ用
重要顧客 国内外新規

創造参入

ADAS ADASコネクタ

ネットワーク用
高速伝送用 車内LAN

Value by Connecting

駐車アシスト カメラ用コネクタ
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6.ものづくり戦略
資産効率を重視 を強化 適化資産効率を重視しつつ、QCDを強化&最適化

Gl b l適地での増産

D
Global適地での増産

’16:10M個/年→’20:20M→’25:50M BCP強化→’18:China+1拠点新設
D

供給力

資産効率
重視重視

QC
価格対応力 品質力価格対応力

重要保安部品化に備えて
’17:IATF16949認証

生産性向上で競争力強化
自動化/省人化 ’18:生産性倍化

Value by Connecting

17:IATF16949認証
Globalモニタリングシステム

自動化/省人化 18:生産性倍化
＋パートナーとの協働
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7.中長期 経営目標
車載売上 をポ車載売上ウェート=40%をポリシーに

増販と一層の高回転化でROE向上を支える

250

売上高(億円) 2025年度
200億円､11% 売上高､営業利益率

200

250

増販戦略の展開、生産性の向上
→倍販&利益率UP

営業
利益額

22億円

150 2020年度
100億円､9%

→倍販&利益率UP

100 2015年度
58億円､7%

効率投資、在庫/CCC圧縮
→資産回転率の向上

9億円

0

50

投下資本指数(’15=1)

4億円

Value by Connecting

0
0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4

ご参考:市場規模予測
車 進化 伴 搭載 クタ 数 が増加
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車の進化に伴い､搭載されるコネクタの数量が増加

◆車載カメラ 車の生産台数･カメラ搭載率･搭載個数の増加

6千万個 1.4億個 2.0億個
パナソニック

2014年度

23%

Valeo
10%

その他
31% ソニー

11%
Hyundai

7%

◆W/H用コネクタ
2015年

10%Magna
8%

7%

2020年 2025年
◆W/H用コネクタ

TE住友電気工業

その他
6%

2014年度

450億個 610億個 740億個
Delphi
21%

TE
コネクティビティ
35%

矢崎総業

14%

カメラ センサ ECU ディスプレイ 社外通信の増加

Value by Connecting
(株)富士キメラ総研調査

24% カメラ･センサ･ECU･ディスプレイ･社外通信の増加
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Value by Connecting


